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緒 言
幼児は誠人に鰍してその骸面秋ゐミ大きく，甦罰が活発であるためPこ郷のエネルギー
を要し嫁娚㈱頗もか効鰹である・それで，1日3回の焔だけでは，イ閲の生活濁
と厳に必要な燃素の撫が困莫匡となる・これら栄獄の補給と，湘鞘勺にもゆとりと休息を与
え・また・心を楽しませ気分転撫こも役立つなどの理由から，幼児の姓油こおける間食の醸性
を看過すべきではない・しかるに・ロ衿は；幼児の関心をひき易いデザイソの，しかも甘味の濃厚
媒子類が店舗に氾濫しており・また澗勉嗜嬬や娯楽品のように叛て，その選び方や械
方が誤つているために生ずる轄の少なくないことをよく朋させられる．武藤ら・）の調獣績に
おいても・チヨコレートや飴類・i：1一い菓子類を好瀦が多く，これらの与えすぎ聡康，融，食
慾などにあまり良膨響を械ていないと述べてし・る．したがつて拗児期の栄t7・Et旨導上から澗
食の搬よ磯の適性に関する粥廷購閑鮒すことのできないものであるが，この加の研究業
績は少なく・殊に澗館よ捌∈獺取の実態についての調査研究膏まようやくその儲についたば
かりである・瀦らは・前報にひき編亀幼児の栄養摂取状況に関する系纐勺磯の一環として，
僻村の幼児の間食による栄養摂取状況について調査したので，その成績を報告する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　方　法
　（1）　対象部落の社会的環境
第ユ報2）に同じ。
　（2）調査対象
1才から2才までの幼児5名，3才から5才までの幼児20名，計25名を対象とした。
　（3）　調査時期および調査期間
第蝦2）綱じく・聯141年7月2・日から7月22日までの連続した3日1胚ある。
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　　（4）　調査内容および方法
　間食の摂取状況を国民栄養調査に準じた個人別秤量方式により調査し，これによつて得られた各
人の摂取量を，第1報2）の食餌摂取趾の調査結果と対比し，各年令別に考察した。
　　　　　　　調　査　成　績
　　（1）　間食における摂取食品の構成
対象児は澗魁して如何なるf¢，Fllをどの澱撒しているであろうか。3醐の敵の食，1捌
摂取頻度の状況を総括したのが図1で，便宜上，熱旦を比較的多く含む食品をカロリー給源食品と
して図の左側にまとめ，ピタミソやミネラルを比較的多く含む食品を図の右側にまとめて示した。
カロリー給源食品では，ビスケツト・か
りんとう，チヨコレート・飴類の摂取頻
度が高く，夏季のため，粉末ジュースも
かなり摂取されており，手作りの間食と
してはおにぎり，ゆで芋などがみられ
た。また，ビタミソ・ミネラル給源食品
では，果物，アイスクリームの摂取頻度
が高いが，牛乳は入手できないためその
頻度は極めて低いことがわかる。
　次に，食晶別摂取量については，原食
品の重量と，水分を差引いた乾物重旦と
に分けて算出し，表1に示した。ここ
で，まず注目したいのは，原食晶の重量
においては年令差は小さいが，乾物重量
においては年令差が明瞭となり，年長児
の撰取量は年少児のそれの約1．5倍とな
つていることである。このことは，年少
児は含水率の高い食品を比較的多く摂取
していることを示唆している。次に，注
iilすべき点は，カロリー給源食品とビタ
ミン・ミネラル給源食晶の摂取量の比率
が，原食品の重量の場合と，乾物重量の
場合とで異なり，殊に，年少児において
は，両者の関係が全く逆の比率になるこ
とである。年少児の間食におけるピタミ
ソ・ミネラル給源食品の内容は，主に飲
料として摂取されるもの，ならびに果
物，　トマトなどが多く，したがつて乾
物換算すると以上のような結果を招来
するものと思われるが，年少児ほど水分
の要糧の多いことからも・この成績吋
当然の帰結と考えられる。年長児の場合
は，　ピタミソ・ミネラル給源食品とし
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表1　間食の食品別損i取童
’、N噛Ls，　　　、、＼＼食品別
　　重量別　＼　　　　　　　＼、年令別　　　　　　　＼＼
1～2才
3～5才
　、
原食品の重量
乾物重量
原食品の食量
乾物重量
総量
カロリー
給源食品
重剥些率
　（9）
357．3
67．0
　（9）
141．3
???? ???（
55．0　　82．O
　　l
35！．1
101．5
186．2
56．2
53．3
享薦羨食詔
重
　（9）
2：6．0
「???? 「比量
12．0
）???????（
13．0
55．4　　1
　　｝
’64°9P
45・3
4了．8
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●
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註　1～2才児　　5名（男子3名，女子2名）
　　3～5才児　20名（男子7名，女子13名）
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て，ピーナツツ，するめ加工品など含水率の低い食品もかなり摂取されているので，・乾物換算の結
呆に年少児ほどの差異を来さず，また，両者の食品をほぼ同じ比率で摂取していることも聞食の内
容の澗を物語るものとして期課し・・なお，加リー給激品を糖質と1鞭に頒して総括した
のが表2である。この表から，年少児も年長児も共に，間食カロリー源の70～80％は糖質であるこ
とが一知られた。　　　　　　　　　　　　　　e
表2　カロリー給源食品の内容
1
年令別
1～2才
3～5　才
総 三ヨ：
カ・ロ　リ　ー・給を原’食品　（乾4勿重i品0
　（9）
55．0
56．2
糖 質
摂取副摂取率
　て9）
46．5
43．8
　（％）
82．7
78．O
脂 質
摂取剥摂取率
　（9）
3．5．
4．6
（％）
6．3
8．2
　　（2）　間食による栄養摂取量
岡館よる燃蘭壁型の如く算出しぽとめたの巌3である．年令aこよつて摂職に差異
のある栄養素は，獺・ピタミソA（以下ピタミソe＊　v．と省略す）およびv．cで，その他の栄
塾鎌こおいては殆んど差が鋤られなかつた・なお，VAおよびv．cに限つて，年少児が年既
の2倍近い髄摂1鴎ているが，これは，年少児が搬としてトマトをカ・勧多量に摂取している
ためである。
表3間食における栄獲摂取状況
＼栄養素別
　　　　　　禦を　：量　　蚕白質
年令別＼、
　　　　　　　　　　　　t
脂肪糖質乙弦
1～2才
3～5才
（Cal）　　 （9）
290　　　7．1
349　　　7，5
　（9）　　　　（9）　　　（mg）i
5’254・48°・8o
6・172・282・・G
ビ　タ　　ミ　ン
平　　均 303 7．4
鉄　　lAlBl
（mg）　（1．U．）　　（mg）
1．47　　　　　185　　　　0．11
1．20　　　　　　91　　　　0．08
　　1
6．0　　　　60．7　　　　82．21．25　・　　　107 0，08
lB・lc
　（mg）　　（r1｛9ヲ
　0．！2　　14．7
　0．13　　7．9「
O．13 9．2
次に・1日の総栄獺取ii丘における間食の占め砒率を一2　）：　Hsしたのh：－k’，である．そ砒率は，
騰黎羅鉾犠糠灘叢黎鎌撫懸，こ畿
で・殊にその比率縮く詣肪およびV・B・納4・％，VAおよび．V．Cの如きをま53－54％も占
めていた・以」・の鰍は・平均値についての魏であるが，対象児2堵ζついて各栄養素撫変
賂数を求めたところ，その伽働て大であつた・そ撒に，対象児らの間食による懸摂聯
は鰍差猷きいとみなすべきで・殊にピタミソおよびミネラ・レなどのnegscfi，±．において個人差が顕
著であつた。
　　（3）　間食の与え方と年令，体位および総体的崇養摂取比率などとの関係
間食の揃は・年令，体鯛穿総㈱繊取蹴どとどのX．うな関逮を赫ものであ6
うか・ここで澗飾与妨としてc・ま・　1Aの緻醐蜘量1こ対する間館よる熱ii丘砒率（以下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一64一
表4　1日の総栄義摂取量における間食の占める比率
年令別
＼燃
熱
蛋　　白
脂
糖
カ　ルシ
　　鉄
ビタ　ミ
ビタ　ミ
ビタ　ミ
ピタ　ミ
　量
　質
　’肪
　質
ウ　ム
ンA
ンBI
ンB2
ンC
1～　2才
比　率
　（％）
28．0
22．0
43．4
28．7
32．7
20．5
54，0
28，2
36．7
52．7
標漁偏　差
　（％）
12，5
17．3
18．1
10．7
10．1
15．9
39．2
22．0
32．3
40．7
変異係　数
44．6
78．6
42．0
36．9
30．6
77．5
72．6
78．5
85．0
76．7
3～　5才
比　率 標　藥偏差
変　異
係　数
　（％）’（％）
22．2　　　12。2
：7．6　　　8．9
27．5　　　　！5．4
27．1　　　！3．7
30．2　　　19．2
22．0　　　15．2
31．8　　　　25．5
23．5　　　　18．0
31．6　　　　23．0
32．5　　　　30．9
55，4
50．5
60．0
50．7
64．0
69．0
79．6
76，6
72．7
95．O
平 均
比率 標準偏　差
　（％）
23．1
18．4
30．4
27．4
30，6
21．7
35．6
24．4
32．5
36．0
　（％）
12．0
10．3
16．2
】1．1
18．7
15．1
28．3
19．0
24．1
33．3
????
52・1｛
56．3i
53．2　1
44’O
?
61°1P
69．5
79．4
77．8
74．1
92．6
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間食カロリー比と省略す），1日の間食の回数および3日間の間食の延食品数など3項目を選びその
内容とした。体位は，昭和45年目標値を100とする指数で表わし，また，総体的栄養摂取比率は第
1報2）による数値を用いた。
　まず，間食カロリー比と体位ならびに間食回数との関連についてまとめたのが，図2である。こ
の図から，間食カロリー比と体位指数との間に負の相関が，他方間食回数との間には正の相関関係
のあることがわかる。それらの値は，いずれも高いとはいえないが，体重との関係についてみる
と，発育の良好な幼児ほど間食カロリー比が低く，しかもこの値が，従来から適当であるといわれ
ているカロリー’一一比・すなわち・1日の総摂取熱量の10～15％3）にほぼ一致している。また，間食回
数の平均は1日3回で・その回数の多い幼児ほど，当然のことながら，間食カロリー比が大となる
が，之に反し体重指数は，むしろやや低くなる傾向がうかがわれた。かかる現象は，間食の与え方
に適性を欠いているために，間食が次の食旗の摂取に悪影響を及ぼし，結局潜在的な栄養不足に陥
?????ー?
図2間食カロリー比と体位ならびに間食回数との関連
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つていることに起因するものと推測される。
　次に，3日間の間食の延食品数と体位および年令との関係を示したのが図3である。．ここで，特
に注Hしたいのは，身長指数との間にやや高い相関関係の得られたことである。これは，間食にお
いても，食餌の場合と同様，使用食品数の多いほど各栄養素問のバラソスが良好となり，ひいては
身長の発育に好形響をもたらすことを示唆するものであろう。なお，食餌における摂i取食品数の多
い対象は，例外なく，3日間の間食の延食品数も同じく多いことを本調査において確認した。しか
しながら，間食の食品数と年令との間には一定の関係を見出すことはできなかつた。
　次に，間食の与え方と総体的栄養摂取比率との関係を示したのが図4であるが，それらの相関関
係は低値であり，一定の関係を見出すことはできなかつた。
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図4間食の与え方と総体的栄養摂取比率との関連
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　　（4）　間食費について
　対象幼児らの間食の内容の分析結果は以上の如くであるが，これらの間食のために必要な費用
と，間食費の1日の食費に占める比率は一体どれ位であろううか。このことについて年令別に総括
したのが表5である。すなわち，間食費は1人1日当り平均44．3円を費しており，1日の食費に
一66一
表5　間食費ならびに問食費の食費に対する比率
i年令別
1
「”『?齦S「…「1】食費 間食費の食費に対する比率
＼！平馳（円）陣準偏剥変異係数1鞠値（％）1騨偏差陵異係数
1～2才
3～5才
1－一一一一一一一一一一一“一
平 均
35．9 20，0
・6・1 D卜4・5
44．3 15．5
55．7
31．5
26．O
34．9
37．6
35．5
9．5　　　　　35．8
13・・ P35・9
！2．0 33．8
占める比率は35・5％であつた。また，それらの個人差は，栄嚢摂取量におけるそれほど大きくはな
かつた。
考 察
　著者らが調査した一僻村の幼児の間食による栄養摂取状況は，1日の総栄養摂取量の1／5～1／3を
占めており，特に，ピタミソ類の摂取比率が高く，例えばV．AやV．Cの如きは，1～2才児にお
いて総摂取旦の50％を超えていた。これは，果物，トマト，アイスクリーム，スキムミルクなど栄
養学上望ましい食品が主に間食として摂取されており，間食の内容が1日の食餌の内容に比べて秀
れているためと解釈される。ところで，対象児のビタミソ類総摂取量を昭和斗5年の目標値に比べ
てみるに，その比率が30～50％と極めて低位にあることは前報に報告したとおりである。かかる事
実は，1日の主要なる3度の食缶があまりにも栄養上のバラソスを欠くことを示すものであり，そ
れ故に間食を摂取しなかつた場合の栄嚢摂取率はまことに憂うべきものとなる。要するに，幼児の
栄養指導上の問題点は，バラソスのとれた3度の食餌もさることながら，栄養学上また心理学上好
ましい間食の与え方にあるといえよう。
　なお，間食の内容の地域差による相違にも関心がもたれたが，牛乳を除くその他の食品の摂取頻
度は，武藤ら4）の都市における調査成績とほぼ一致をみた。したがつて，地域を隔てても，幼児に
与えられる間食の種類は大体共通しているもののように思われたが，この点は今後更に他地域を比
較調査した上で考察を加えたい。
　次に，対象児の間食による熱量の摂取は，1日の総摂取童の23．1％を占めており，武藤ら5）の都
市の幼児について調査した成績（20～28％）と比較して大差は認められなかつた。しかしながら，
対象児の1日の熱量摂取量が，本邦所要量の76％とかなり低く，そのうちの23．1％は，従来から
適当とされている間食力Pリー比，すなわち10～15％に比べると，いかにも間食に偏重の傾向あ
りと指摘されよう。ぎが，幼児の間食の要求量は・発育状態・年令およびその日の生活状況などに
よつても異なるわけであるから，今回の調査成績のみでは，この点についての結論はいささか無理
のように思われる。なお，間食カロリー比と体重指数との間に有意な負の相関が得られ，従来から
適当とされているカロリー比を示す対象児は体重の発育も良好であつた。一般に，間食の回数は3
才以下で午前午後1回ずつ，合計2回，3才以上は午後1回が適当であるといわれているが3），対
象児25例のなかには，間食回数4回が7例，5回6例，6回2例などの如く頻回に及ぶものがみら
れた。これらの問食回数の多い対象は，いずれも間食カロリー比が高く，・これに反し体重指数のや
や低い傾向が認められたことは，幼児の食生活における間食の正しいあり方の重要性をつぶさに表
わすものであろう。
　次に，対象児の1日の間食費は9．7円～72円で，平均44．3円，また間食費の食費に対する比率
は19～73％で，平均35．5％であつたが，現金収入の少ない僻村農家の経済而から考察すると；．これ
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らの数値はまことにやむを得ざるものがあるのであろう。対象部落の主婦の殆んどは農作業にいそ
しみ，時間と労力の制約をうけているので，幼児に手作りの間食を与える余裕は少なく，一方，幼
児の好む間食は大衆報道の影響もあつて，市販品に集中し，従来よく用いられた手作りの間食では
あきたりなくなつて来ているので，この点に関しても，栄養指導上の配慮が要請されるであろう。
?
括
　　幼児の間食による栄養摂取状況の実態を把握するために，僻村の幼児25名を対象とし，・前報と同
様に・夏季の連続した3日間の間食の摂取状況を調査した。その結果は，次のように要約される。
　1）間食の摂取食品の構成は，年令別に差が認められ，1～2才児では含水率の高い食品ならびに
栄養上塾ましい食贔を主に間食として摂取しており，3～5才児では，カロリー給源食品とビ表ミ
ン’ミネラル給源食品をほぼ同じ比率で摂取していた。したがつて，その摂取量は，原食品の重量
においては・1～2才児357・39・3～5才児351・19で大差はないが，乾物重量においては，1～2才
児67・Og・3～5才児101・59で年令差が明瞭iとなり，年長児の摂取量は年少児の約1．5倍となつて
いる。なお・間食カロリーの給源の．70～80％は糖質であつた。
　2）間食による栄養摂取量において年令差の明らかなのは，糖質（年長児に多い），V．A．および
V・Cであり・他の栄養素においては殆んど差は認められなかつた。なお，V．AおよびV．Cでは，
年少児が年長児の2倍近い量を摂取していたが，これは，年少児において間食としてトマトの摂取
の多いことが原因している。
　3）1日の総栄養摂取量における間食の占める比率は，18．4～36．0％であるが，ピタミソ類の比
率が概して高く，その個人差も顕著であつた。特に，1～2才児は高率を示し，脂肪およびV．B2は
約40％，V・AおよびV．Cの如きは50％を超えていた。
　4）　間食カロリー比と体重指数との問には負の相関が，他方間食回数との間には正の相間が得ら
れた。すなわち，体重の発育の良好な幼児ほど間食カロリー比が低く，しかもその値は従来から適
当とされているカロリー比（10｛・15％）に一致していた。これに反し，間食回数の多い幼児ほど間
食力nリー比が高く1しかも体重指数がやや低くなる傾向がうかがわれた。なお，対象児の間食回
数は1～6回で，平均3回であつた。
　5）3日間の間食の延食品数と身長との間にやや高い正の相関が得られた。
　6）間食の与え方と総体的栄養摂取比率との間には一定の関係はみられなかつた。
　7）　対象幼児の間食費は9・7～72円で，平均44・3円であり，間食費の食費に対する比率は19～，
73％o・平均35・5％で・その個人差は栄養摂取上の個人差ほど大きくはなかつた。
終り鵬み・本研究に際して・終始御懇励棚講と，徽閲を励ました本学の塚願教授に駅御礼
申し上げます。また・現地調査および集計において協力していただきました本学家政科食物専攻の有志の
方lt　sならびに調査対象の家庭の7f　7，の御協力に深く感謝いたします。
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1．投稿は木学教官および研究生に限る。家政学およびこれに関連する認蒔を次のように分ける。
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　およ脊地名等は，なるぺく原語とし，活字体で書き，動殖物名は下に　　一＿を，人名の場合は嵩＿を
　引く。
3．数量の記号は下の例により，数字はアラビア数字を用いる。
　　　　　　km（キPメートル）
　　　　　　mm（ミリメートル）
　　　　　　　L　（リ　ツ　トノレ）
　　　　　　　9（グラム）
　　　　　　　°C（摂氏度）
　　　　　　　sec（秒）
　　　　　　　cal（小カロリー）
　　　　　　RH（相対湿度）
4．図，表の記載は次の形式による。（??
　m（メートル）
　μ（ミクロン）
ml（立方センチ）
mg（ミリグラム）
　N（蜆定液）
鵬in（分）
Ca1（大カロリー）
M（モル濃度）
cm（センチメートル）
　m：）（平方メートル）
kg（キログラム）
mcg（マイクログラム）
　％（パーセント）
1ユr（時）
pH（水索指数）
　　　同一実験結果を図および表に重複して掲載しない。
　②図面は白紙または青線方限紙に墨あるいは黒インクで清｛1罫し挿入位置を明記する。
5．原稿の長さは下記を限度とされたい。
　　　　　原著論文　　 組上り　　　　8頁以内
　　　　　講演要旨　　400字以内　　　2頁以内
　　　　　抄録　400字以内　2頁以内
　　原著論文で，上記の限度を超えるものは，超過頁数に対して印刷実費を負担せしめることがある。
6．原…著は以前他の雑誌に発表されたことのないものとする。
7．綜説，原著論文および研究会講演要旨には（その頭初に）表題，氏名，所属名を記し，併せてその欧文訳
　　をつける。
8・引用文献は下記の例に準じ，本文中の該当人名または事頓の右肩に3）のように通し番号をつけ，本文の
　　最後に番号順にまとめて書く。
　　　文献略名は“Chemical　Abstracts”および“日本化学総覧”による。
　（1）SMITH，　J・T・，工M・T・HAMILTON－NILLER＆R・KNOX：Iso．xazolyl　penicillins　and　IPenici
　　llinase，　Nature，195（48480），1300～1301，1962．
　（2）井上千恵子，布施正子：L一アスコルピン酸ナキシダーゼに関する研究。家政学雑誌，14（2），69～73，
　　1963．
9．原稿の始めに送状をつける。
10．校正は初校および再校を蕪者校正とする。
11．綜説および原…吾論交には別刷50部を呈する。
12．別刷は，綜説，原著論文｛こ限り希望の部数を作製し，実費は著者負担とする（ただし，上記の50部を除
　　く）。所要部数を著者校正の際頭書に朱書のこと。
13．原稿の採否は編集委員会（本学教授会）で決定する。
14．投稿蜆定に著しく外れている原稿は，返却修正を零めることがある。
15．原稿の本学編集委員会事i務局（本学図書館内）に到着した日を原稿受付日とする。
